
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

工法 製品 材料 機械 システム

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無　※分類の詳細は（その８）参照

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要※ホームページでの検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？（新規性についてではない）

②従来はどのような技術で対応していたか？（従来の技術についてのみ記載する。新技術との比較ではない）

③公共工事のどこに適用できるか？

1）恒久対策のロックボルト工（鉄筋挿入工）が適用される工事全般及び従来品が破損した場合の維持補修現場。

2）特に除雪路線や上部からの落石が懸念される現場、豪雪地帯の現場に効果が高い　

3）早期に緑化による景観改善が必要な現場

0254-24-1612

会社名

担当部署

担当者

住　所 新潟県新発田市新富町3-9-1

株式会社　ダイチ

技術部

佐々木　克実

概要説明書

区　分

分　野

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

コスト縮減・生産性の向上

23D1010

平成23年9月12日

H26.11.18

2013年5月

技術名称

商標名等

低床型頭部保護材

UFOキャップ

0254-26-5453

安全・安心

鉄筋挿入工　低床化　破損防止　キャップ

株式会社　ダイチ

リサイクル

環境

景観公共工事の品質確保・向上

　鉄筋挿入工の頭部保護部材について、保護キャップの低床化を図ると共に球面ワッシャーとプレートを一体化する
ことにより構成部材点数を少なくし、落石や雪崩によるキャップの破損を軽減すると共に作業効率の改善やコストの削
減を可能にした製品である。従来品よりも一組当たりの重量が1Kg程軽量化に成功したことや、円形プレートの採用に
よりプレート取付時に方向性を確保する必要が無いことも作業効率の向上に寄与している。付帯効果として、緑化工
を併用した場合に低床化したキャップのため植物による被覆が早く、早期に景観改善が図れる。

　従来品は、四角形のプレート＋球面ワッシャー＋コマナット＋保護キャップと部材点数が多く、作業効率に難点が
あった。また、保護キャップの突出長がL＝15ｃｍ程あったため、落石や雪崩による破損が散見された。特に除雪路線
については除雪作業による破損が頻発し、維持管理の必要があった。四角形プレートは、取付時に方向性を確認。維
持する必要から作業効率が悪かった。

Tel

Fax

　ロックボルト工（鉄筋挿入工）の頭部保護部材を低床化、簡略化、さらに、一組当たりの重量を1Kg程度軽量化でき
たことにより作業性の向上、コスト軽減を図るとともに、落石や雪崩による破損を軽減させた製品。また低床化するこ
とにより植生による被覆も早く、景観性に優れる。

sasaki@daichi-niigata.co.jp

http://daichi-niigata.net

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

mailto:sasaki@daichi-niigata.co.jp
http://daichi-niigata.net


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果（～が～になる。～を～にすることができる。）

・保護キャップの低床化により、落石や雪崩、除雪作業時の破損を軽減できる。

・低床化による防錆油の減量、部品点数の減少と形状変更により作業効率向上でコスト削減の効果。

・低床化により植生の被覆が早く、早期に景観改善効果が得られる。

・軽量化により作業員の負担が軽減し作業性が向上する。

③アピールポイント

適用条件

適用範囲

留意事項

技術名称 低床型頭部保護材 23D1010

 ・従来の15ｃｍ程の突出した保護キャップを5ｃｍ程に低床化した。また球面ワッシャーとプレートを一体化
し部材点数を少なくしたことと、従来の四角形のプレートから円形プレートへ形状を変更した。

①自然条件

・製品の価格を抑えたことにより15％程度のコストが削減できる。

・軽量化により作業性が、また低床化による破損の回避により、維持管理が低減できる製品。

・一般的にロックボルト工（鉄筋挿入工）が採用されている現場全般

②現場条件

・一般的にロックボルト工（鉄筋挿入工）が採用されている現場全般

③技術提供可能地域

・日本全国

・箱抜き径が75mm以下の場合。（使用する場合は別途はつり工が必要）

①適用可能な範囲

③維持管理時

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元

・切土補強土工法設計・施工要領　日本高速道路株式会社 

・ロックボルト工（鉄筋挿入工）の傾角が、法枠工等の支承構造物に対して15度以上に計画されている
　現場。また、補強材の種類がD19,D22,D25および自穿孔以外で設計されている現場。

④関係法令等

・無し

①設計時

・一般的にロックボルト工（鉄筋挿入工）が採用されている設計引張力250KN/本以下の現場全般

・グラウト注入後、補強材を挿入する際にワッシャー付プレートとナットを仮装着し、余長がキャップ内に
　収まること、ナットが完全に装着できることを確認し、そのままグラウトを硬化させる。

③適用できない範囲

・上部に落石、倒木の発生源がある現場。中山間地域の豪雪地帯。（特に除雪路線、雪崩頻発法面）

・Oリングの劣化による防錆油の漏出。

④その他

②特に効果の高い適用範囲

・補強材がD19,22,25もしくは自穿孔以外の場合、適用外の為従来の保護キャップを使用する。

・支承構造物に対する打設角度を15度以内とし、箱抜き径を75mm以上とする。

②施工時



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 14 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( 10 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

○ライフサイクルコストに関する事項（必要な場合記載）

1070 1,070 建設物価2014.4　P.69球面ワッシャー 1 個

2,250 2,250 建設物価2014.4　P.69

角座金 1 枚 600 600 建設物価2014.4　P.69

ヘッドキャップ
（防錆油充填済み）

1 個

項目 仕様 数量 単位

831 116 積算資料2014.4　P386

金額
(円)

摘　　　要
単価
(円)

基準数量： 1組 あたり

340 340 建設物価2014.4　P69

2,450

1,320 1,320

2,450ワッシャー付プレート 1 枚

ﾒｯｷｺﾏﾅｯﾄD19用 1 個

自社設定

低床型頭部保護材

UFOキャップ 1 個

単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

あたり1組基準数量：

技術名称

新技術（A）

項　　目 仕　　様 数量

項目

経済性

工　程

施工性

防錆材（ﾍﾞﾙｺｰﾄ）

軽量化、形状変更

23D1010

組

比較の根拠活用の効果

製品価格の比較

90%

4920円

0.02日

建設物価2014.4　P.69

自社設定

工　　程

4226円

0.018日

低床型頭部保護材

品　質

比較する従来技術 従来型保護キャップ

周辺環境への影響

施工内容はほぼ同じ

軽量化、形状変更

基準数量

経済性

安全性

1 単位

340

試験成績表による

340

従来技術（B) 変化値A/B（％）

86%

ﾒｯｷｺﾏﾅｯﾄD19用 1 個

頭部保護材

0.14 Kg

合計 4,226

ベルシース 1 個 660 660 積算資料2014.4　P386

合計 4,920



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

・積算基準　１式当たり

※市場単価適用時には材料費のみ計上

施工方法

 ②　間詰め完了

⑥　UFOｷｬｯﾌﾟ締付 ⑦　空気穴ボルト取付

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

技術名称 低床型頭部保護材 23D1010

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

3件

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

数量 単位
単価
(円)

金額(円)

　特　許

　実用新案

1件

1件

摘　　　要

UFOキャップ(φ150)

2,450

項　　目 仕　　様

UFOキャップ 1 個 自社設定

自社設定

1,320 1,320

建設物価2014.4　P69

ワッシャー付プレート 1 枚 2,450

0.14 Kg 831 116

1 個 340 340

②計画

合計

⑧　完了

  ③　ﾜｯｼｬｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

※防錆油が出てくることを確認

　適用できる二次製品の拡大

①課題

　防錆油を簡易に充填できる方法

積算資料2014.4　P386

ﾒｯｷｺﾏﾅｯﾄD19用

防錆材（ﾍﾞﾙｺｰﾄ）

4,226

  ①　間詰め状況

 ⑤　防錆油充填

  ④　ﾄﾙｸﾚﾝﾁによる締付



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

技術名称 低床型頭部保護材 23D1010

⑥
頭部六角ボルトを取
付、完了とする。

　　施工手順

①
補強材頭部の余長は
40mm以内になるよう
に調整する。

④
ワッシャー付プレート
及びUFOキャップ内に
防錆油を充填する。
UFOキャップに充填す
る際には頭部の六角
ナットを外しておく。

②
セメントミルクの注入後
ワッシャー付プレート
及びコマナットで仮止
めし、補強材の余長を
確認すると共に、補強
材が中心に来るように
固定する。
(重要）

⑤
UFOキャップを専用工
具で締め付ける。その
際に頭部の空気穴より
余分な防錆油が出てく
るので取り除く。

③
セメントミルク硬化後、
仮止めしたワッシャー
付プレートを取り外し、
硬練りモルタルで孔口
の間詰を行い、硬化す
る前に、ワッシャー付
プレートを押し込む。続
いてトルクレンチにより
規定のトルクでナットを
締め付ける。

グラウト材
（セメントミルク）

40ｍ
ｍ

ワッシャー付プレート

グラウト材
（セメントミルク）

ワッシャー付プレート

グラウト材
（セメントミルク）

硬練りモルタル

グラウト材
（セメントミルク）

ワッシャー付プレート

UFOキャップ

ワッシャー付プレート

グラウト材
（セメントミルク）

グラウト材
（セメントミルク）

ワッシャー付プレート

防
錆

材
（

グ
リ

ー
ス

）
U
F O

キ
ャ

ッ
プ

六
角
ナ
ッ
ト

防
錆

材
（

グ
リ

ー
ス

）

U
F Oキ

ャ
ッ

プ

余分なグリース

防
錆
材
（
グ
リ
ー
ス
）

防
錆
材
（

グ
リ
ー
ス

）

硬練りモルタル

硬練りモルタル

硬練りモルタル

h=55m



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

地すべり対策工事

2013/12 法面対策工事

2014/4

落石対策工事2014/4
地域整備部東維持

管理御事務所
上越地域振興局

上越地域振興局
地域整備部東維持

管理御事務所
2013/12 急傾斜地崩壊対策工事

十日町市 －
2013/11～
2013/12

急傾斜地崩壊対策工事

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

糸魚川地域振興局 農林振興部

手まり団地
管理組合

－

技術名称 低床型頭部保護材 23D1010

工　事　名施工時期



様式２

概要説明書（その７）

新潟県新発田市新富町
3-9-1

0254-
24-1612

企業名 担当部署

技術部(株)ダイチ 佐々木克実
代
表

代
表
以
外

Ｅ－mail

新技術提供企業

23D1010

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

低床型頭部保護材

sasaki@daichi-
niigata.co.jp

0254-
26-5453

※登録№


